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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は，リハビリテーション場面において共在性に基づく患者-セラピスト
間の身体協調が運動支援に及ぼす効果を解明することであった．病院でのリハビリの現場で，患者-セラピスト
間でのコミュニケーション場面をビデオで記録し，そのデータの質的分析を行った結果，セラピストは，患者の
身体，環境との相互作用や，言語・非言語情報を巧みに利用しながら，患者の身体機能の回復と，心理的な側面
への働きかけを行っていることが示唆された．また，健常者を対象に，セラピストのスキルによる対象者との身
体的な協調，言語的・非言語的なやりとりの違いを定性的・定量的に明らかにする研究を行った（その結果は現
在分析中である）．

研究成果の概要（英文）：The present study aimed to reveal the influence of interpersonal 
coordination between patient-therapist on rehabilitation practice. We collected the real data of 
rehabilitation practice, and qualitatively described and analyzed the patient-therapist interaction.
 As a result, therapists treated not only recovery of physical function but also encouragement of 
affective aspect of their patients using interaction between patients’ body and their environment 
and verbal/non-verbal information (e.g., gesture and onomatopoeia). We also conducted some 
experiments to compare therapists’ intervention and patient-therapist coordination between 
different skill levels (i.e., novice and expert therapists) in terms of interpersonal coordination 
and verbal/non-verbal interaction.

研究分野：認知科学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究では，実際のリハビリ現場でデータを取得し，セラピストと患者の相互行為の詳細な記述，分析を試み
た．さらに，その結果から，実験を計画し，セラピストのスキルと患者との個人間協調の関係を量的に比較検討
する研究を行い，セラピストのスキルとして時空間を共有する患者とのコミュニケーション能力に焦点を当て，
分析を行っている．本研究は，質的・量的研究を接続する試みとして学術的意義があり，その成果はリハビリの
実践，教育に応用され得る点で社会的意義がある．

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
コミュニケーション研究においては，個体間で身体動作や音声の同期現象は古くから観察され(Kendon, 
1970)，相手への信頼(Bernieri, 1988)，好感(Hove & Risen, 2009)など，コミュニケーションにおける身体
協調の積極的な役割・機能が指摘されてきた．リハビリにおけるコミュニケーション研究の多くは，言語コ
ミュニケーションに着目しており(Roberts et al., 2013)，身体レベルでの協調など非言語コミュニケーショ
ンがリハビリの効果におよぼす影響は充分に解明されていないのが現状である(Jesus & Silva, 2016)．一
方，自己組織化理論に基づくシステム論的アプローチによるコミュニケーション研究では，要素間での
言語・非言語的なダイナミックな相互作用過程を通して協調パターンが創発すると捉える(Dale et al., 
2013; Riley et al., 2011)． 
 
 
２．研究の目的 
本研究では，リハビリ場面において共在性に基づく患者-セラピスト間の身体協調が運動支援に及ぼす
影響を定性的・定量的に解明することを目的とした．そこで，研究Ⅰでは，実際のリハビリ現場のフィール
ドデータを収集し，患者-セラピスト間の相互行為においてどのような言語的・非言語的やりとりがなされ
ているか定性的に記述・分析し，仮説生成を行うことを目的とした．研究Ⅱでは，その仮説に基づく実験
を実施予定だったが，計画を変更することになり，文献調査（個人間協調研究のレビュー），解析手法
（言語・非言語データの協調評価）の開発を行うこととした．研究Ⅲでは，研究Ⅰで示唆されたセラピストの
熟達度・スキルによる言語的・非言語的やりとりの違いについて健常者を対象とした実験で比較検討す
ることを目的とした． 
 
 
３．研究の方法 
３．１．研究Ⅰ 
医療機関にご協力いただき，実際のリハビリ場面でのフィールドデータを収集．リハビリ対象者は 50～
80 代の患者 5 名，セラピストは臨床経験 9 年以上の熟達した理学療法士 2 名，データはビデオカメラ
で記録．収集した映像データに基づき，定性的な記述・分析を行った． 
 
３．２．研究Ⅱ 
文献調査（Google scholarで"interpersonal coordination"，"interpersonal synchrony"検索しヒットした文献
をもとにヒト同士の行動の同期を対象とした定量的な研究論文をレビュー）． 
解析手法の開発（発話と動作の協調関係を可視化・定量化する手法を開発するためのサンプル・デー
タとして両者の関係が特徴的に現れる課題として歌唱（ラップ）実験をプロのアーティスト 2 名対象に実
施．ビデオカメラで音声映像データを記録，モーションキャプチャーで身体動作を取得．多様なデータ
への適用が可能な非線形時系列解析手法 Recurrence Analysisを応用）． 
 
３．３．研究Ⅲ 
若年健常者 6 名を対象に，模擬リハビリ場面における患者（役）‐セラピスト（役）間の協調性を比較する
実験を実施（セラピスト役は Novice，Expert の 2 群）．課題は，歩行，起立・着座の介助とし，ビデオカメ
ラで音声映像データを記録，加速度センサで身体動作を計測． 
 
 
４．研究成果 
４．１．研究Ⅰ 
複数の事例データの定性的な記述・分析を行った結果，セラピストが患者の身体と環境のインタラクショ
ンや能動的な触知覚を利用し評価・施術を行っていること，オノマトペや身振りにより非言語情報の表
現・伝達を行っていること，言語的な働きかけによって患者の心理的・精神的な側面にも働きかけている
ことが示唆された（図 1：児玉ら，2019）．また，リハビリのフェーズにより言語的・非言語的な指示の内容
や仕方が段階的に変化させていること（身振り，発話，接触など），患者自身が身体を協調的に動かせ
るよう自発的な気づきを促していることなどが示唆された（図 2：Makino et al., 2019：牧野，2019：牧野ら，
投稿準備中）． 
 

  図１．揺すり運動による介入場面 



 

  図２．リハビリ場面の断片の相互行為分析の一部 

 
４．２．研究Ⅱ 
ヒトの行動レベルの身体的同期に関する文献レビューを行った結果，これまで学術的ルーツの異なる社
会心理学的アプローチ，認知的アプローチ，力学系アプローチによる研究を中心に各々の観点からの
研究が行われていたが，近年，各アプローチが接点を持ちつつ展開し，単純な同期を越えた複雑なイ
ンタラクションへの関心が高まり，様々な実験的・理論的研究が展開していること，今後はリハビリなどの
臨床実践分野における個人間協調に対して定性的・定量的研究が求められることなどが示唆された． 
既存の時系列解析手法（Recurrence Analysis）を統合・発展させ，従来は別々に解析されてきた言語な
どの記号データ（categorical data），身体動作などの数値データ（continuous data）同士の関係の視覚
化・定量化を試みた結果，発話と動作のカップリング，協調関係を可視化・定量化することができ（図 3：
Kodama et al., 2021, 2019），今後，自然会話やリハビリなどの実践における言語・非言語データへの応
用が期待される（カリフォルニア大学 LA校 Rick Dale教授との共同研究）． 
関連する研究成果として，本研究で応用・開発している Recurrence Analysis を含む非線形時系列解析
について国内学術誌の解説論文で執筆することになった（児玉ら，投稿準備中）．特に医療リハビリ分
野での応用についても解説，展望しているため，それらの手法を今後のデータ解析に応用していく計画
である（データ解析の一部については，ルイジアナ州立大学 Nikita Kuznetsov助教との共同研究）． 
 

  

図３．言語データの可視化（図３a：既存の Recurrence Plotを適用、図３d：時間情報を付加して身体デー

タとの関係を可視化・定量化できるように既存手法を拡張） 
 
４．３．研究Ⅲ 
収集したデータは現在分析中であるが，垂直方向の加速度データ（図４）について，先行研究（Riva et 
al., 2013など）に倣い，非線形時系列解析（Recurrence Analysisなど）を適用することで，歩行の安定性，
二者間の協調関係を視覚化・定量化する． 
 



  

図４．患者-セラピストの歩行データの解析例：患者と Expert セラピストの歩行（図４a），Novice セラピスト
の歩行（図４b），二者の協調やLeader-Follower関係を視覚化・定量化手法（図４c：Recurrence Analysis, 
Coco & Dale, 2014など），影響関係の定量化手法（図４d：Transfer Entropy, Lindner et al., 2011）． 
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